
こんにちは 日本共産党県議団です
　
日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
こ
の
た
び
新
し
く
山
口
議
員
が

誕
生
し
、
も
う
り
議
員
、
び
ぜ
ん
議
員
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
も

復
活
、史
上
最
高
の
８
人
の
県
議
団
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
ど
れ
だ
け
応
え
ら
れ
る
か
が
、

い
ま
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
戦
争
法
案
を
は
じ
め
と
し
た
安
倍
政
権
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
大
変
大
事
な
局
面
で
あ
り
、
ま
た
地
方

再
生
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
本
当
の
地
方
再
生

は
、わ
が
党
が
頑
張
る
以
外
に
あ
り
得
な
い
と
い
う
思
い
で
、

議
会
に
臨
み
ま
す
。

　
抜
群
の
メ
ン
バ
ー
で
、
代
表
質
問
権
、
議
案
提
案
権
も
フ

ル
活
用
し
、
思
う
存
分
頑
張
る
県
議
団
に
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
議
団
長
　
小
　
林
　
伸
　
陽
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日本共産党県議会報告

　県議団は、５月14日夕、長野駅前にて戦争立法の閣議決定
に抗議する緊急宣伝行動をおこないました。８人勢ぞろいした
議員がそれぞれマイクで訴え。
　通りがかった高校生が「戦争だけはいきたくない」と署名に
応じたり、ビラを
見て「これ(戦争
する国づくり）だ
けはいけない」な
どと反応が返り、
激励も寄せられま
した。

戦争立法許さない

５月11日(議会初日)県議会中庭にて
（左から）ふじおか、高村、びぜん、山口、もうり、小林、和田、両角議員

防衛省・外務省への申し入れ (5月19日・衆院第二議員会館にて)

　5月19日、佐久地域や飯山地域を中心とした米軍戦闘機の低
空飛行訓練について、国と県に対して申し入れを行いました。
県では危機管理部長が対応。県は、「市町村から『日常生活に
支障がない』と聞いている」ので、現時点で機体の照会以上の
対応はないと回答しました。
　県議団は、多数寄せられた目撃情報や、小学校で子どもらが
驚いたり、赤ちゃんが泣き叫ぶ事態が生ずるなどの騒音被害の
実態を指摘。県の対応については、群馬県では騒音を測定し
米軍に対応するよう防衛省に要請していること、長野県でも
1988年の伊那谷での米軍機訓練の際には中止要請や現地調査
を行ったことを示し、主体的な情報収集、騒音調査、国や米軍
への要請などの対応を求めました。

　国に対する申し入れには藤野保史衆院議員、井上哲士参院議員も
同行、防衛省と外務省の担当者が対応。日本政府としてアメリカ政
府・軍に飛行訓練の中止を要請するよう求めました。国は、住民か
ら問い合わせがあれば米軍機か否かを照会するだけで、訓練中止な
どを求めることはできないと主体性のない回答でした。
　質疑の中で、実際は米軍機のフライトプラン（飛行計画）につい
てはその都度自衛隊を通じて国土交通省に届けることになっている
ことが判明しました。
　県議団は、未だ確認のとれていない飛行物体について国の責任で
特定すること、国民からの苦情や申し入れを米軍に伝えた際にはそ
の内容を公開するよう求めました。
　なお同日、県議団は対策本部の設置を決定しました。

（申し入れの詳細は県議団ホームページに掲載しました）

米軍機低空飛行問題で
　長野県、防衛省、外務省に申し入れ

国は飛行計画を把握している

抜
群
の
メ
ン
バ
ー
で
県
民
要
求
の
実
現
へ

空から騒音まき散
らし

　　　　　危険を
持ち込む 信州の空に米軍機はいらない

６月定例県議会は６月25日より始まります。
県議団各議員の質問の傍聴にぜひお越しください。



各議員の所属委員会が次の通り決まりました。

地
域
の
病
院
か
ら

お
医
者
さ
ん
が
い
な
く
な
る
?!

　

県
民
医
連
と
の
懇
談
で
、
医
療
・
介
護
制
度
改
革
の
問
題

点
を
議
論
。
２
０
１
７
年
か
ら
「
新
専
門
医
制
度
」
が
実

施
さ
れ
る
と
、
専
門
医
研
修

が
可
能
な
一
部
の
大
病
院
を

除
き
、
医
師
が
集
ま
ら
な
く

な
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
地
域
の
病
院
が
成
り
立
た

ず
、
医
療
難
民
を
生
じ
か
ね

ま
せ
ん
。

　

現
行
の
計
画
は
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
県
へ
も
し
っ

か
り
と
地
域
医
療
を
守
る
よ

う
求
め
て
い
き
ま
す
。

力を合わせて奮闘します！

　県議団は、県民要求実現へと、さっそく政策提言・実現のためのプロジェ

クトチームを立ち上げました。

■選挙制度改正研究プロジェクト■

　１、２人区を中心に、無投票や有権者の

声が反映されにくい選挙区が生じていま

す。有権者の声をきちんと反映できる選挙

制度実現のため、研究・提案をします。

■リニア中央新幹線問題プロジェクト■

　県民の暮らしや環境に大きな影響を与えるリニア新幹線。県民の立場から

対案を示します。

■医療・介護問題プロジェクト■

　介護保険改定で、特別養護老人ホーム・宅老所の運営が厳しくなるなど重

大な問題が生じています。関係する皆さんのお話も伺い、県などに対して改

善を求めていきます。

期待に応えるため全力！
史上最高８人の県議団が

５月臨時議会
特      　　集
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県議団プロジェクトチーム始動

　農林業・商店街など地方の産業
をつぶし、介護・医療大幅削減で
暮らし破壊、いよいよ戦時立法で
平和も壊す暴走政治。暮らしを守
る県政に全力で頑張ります。

　８名に前進させて頂いた力で今
回文教企業委員長に選ばれまし
た。子どもの健やかな発達のため
の教育環境充実、環境活かした電
気水道事業発展に頑張ります。

　国と県による国土強靭化やリニ
ア推進が、環境や生活破壊につな
がらないか、安心・安全のくらし
と地域を守るために力を尽くして
頑張ります。

　平和・くらしがおびやかされる
時代のただ中、２期目の議員活動
に入ります。県民の皆さんに寄り
添い、特に平和を守るため、力を
尽くします。

　今年度は文教企業委員と議会運
営委員です。こどもの貧困が社会
的にもいわれています。給付型の
奨学金の拡充をめざして頑張りま
す。

　２期目も引き続きがんばること
となりました。みなさんにお約束
した『くらし・雇用・農業に全力』、
また戦争法案ストップの立場で、
県政を軸足に奮闘します。

　経済、産業、環境と幅広く担当
します。県民の皆さんの不安、期
待にこたえ、調査など旺盛に行な
い、積極的な提案をして、地域の
振興めざしがんばります。

　くらしや福祉など広い分野を担
当する委員会です。子どもの医療
費の窓口無料、介護保険の負担軽
減や施設整備など県民要望実現へ
がんばります。


